
インターネット、WEBサービス、WEBブラウザの関係 

 

インターネットは、世界中のコンピュータを相互に接続する通信技術です。インターネッ

トを利用することで、コンピュータやスマートフォンなどの端末を使って、情報の送受信が

できます。 

 

WEBサービスは、インターネット上で提供されるサービスです。WEBサービスには、Webサ

イトやWebアプリ、クラウドサービスなど、さまざまな種類があります。 

 

WEBブラウザは、WebサイトやWebアプリなどのWEBサービスを利用するためのソフトウェア

です。 

 

つまり、インターネットはWEBサービスを提供する基盤となる通信技術であり、WEBサービス

はインターネット上で提供されるサービスであり、WEBブラウザはWEBサービスを利用するた

めのソフトウェアです。 

 

１．インターネットとWEBサービスの関係 

インターネットは、WEBサービスを提供する基盤となる通信技術です。インターネット

がなければ、WEBサービスは提供できません。 

 

２．WEBサービスとWEBブラウザの関係 

WEBサービスは、WEBブラウザで利用することができます。WEBブラウザがなければ、WEB

サービスは利用できません。 

 

３．WEBサービスを利用する方法 

WEBサービスを利用するには、以下の手順で行います。 

（1） WEBブラウザを立ち上げます。 

（2） アドレスバーに利用するWEBサービスのURLを入力します。 

(URLが分からない時は、検索エンジンでしれべます。) 

（3） Enterキーを押します。 

（4） WEBサービスに接続されると、画面が表示されます。 

（5） 画面上のボタンやリンクをクリックしたり、テキストを入力したりして、WEBサ

ービスを操作します。 

なお、WEBサービスには、ログインが必要なサービスもあります。ログインが必要

な場合は、画面に表示される指示に従って、ユーザー名とパスワードを入力してく

ださい。 

 

４．まとめ 

インターネット、WEBサービス、WEBブラウザは、それぞれ異なる役割を担う3つの要素

ですが、相互に密接に関連しています。インターネットがなければ、WEBサービスは提

供できません。WEBブラウザがなければ、WEBサービスは利用できません。 

 


